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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
─
─
デ
ュ
エ
ル
・
マ
ス
タ
ー
ズ
─
─

　
そ
れ
は
こ
の
世
界
で
最
も
プ
レ
イ
人
口
の
多
い
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

　
こ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
た
だ
の
娯
楽
で
は
な
く
、
そ
の
人
気
か
ら
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
（
Ａ
ｕ
ｇ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
ｄ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　

　
Ｄ
ｕ
ｅ
ｌ
　

　
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
）
が
開
発
さ
れ
、
現
在
で
は
プ
ロ
ま
で
存
在
す
る
ほ
ど
に
ま
で
な
っ
た
。

　
そ
し
て
今
、
こ
の
世
界
に
ま
た
一
人
…
一
番
を
目
指
す
少
年
が
表
舞
台
に
現
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　　
某
都
内
…
今
こ
の
場
所
に
あ
る
公
園
内
に
は
多
く
の
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
た
。
そ
の
中
心
に
は

二
人
の
男
性
。
そ
の
二
人
は
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
を
使
い
デ
ュ
エ
マ
を
行
っ
て
い
た
。

　
現
在
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

　
???

　
手
札
：
４

　
シ
ー
ル
ド
：
３

　
マ
ナ
：
０
／
８

　
フ
ィ
ー
ル
ド
：
コ
ッ
コ
・
ル
ピ
ア
　
マ
グ
ナ
ム
・
ル
ピ
ア

　
お
っ
さ
ん

　
手
札
：
２

　
シ
ー
ル
ド
：
３

　
マ
ナ
：
０
／
８

　
フ
ィ
ー
ル
ド
：
轟
く
侵
略
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
　
轟
速
ザ
・
マ
ッ
ハ

　
現
在
は
男
…
お
っ
さ
ん
の
タ
ー
ン
で
相
手
の
シ
ー
ル
ド
は
三
枚
。
こ
ん
な
状
態
で
相
手
フ
ィ
ー
ル
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ド
に
は
Ｔ
ブ
レ
イ
カ
ー
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
が
存
在
し
て
い
た
。

　
こ
の
戦
い
を
見
て
い
た
者
は
全
員
お
っ
さ
ん
の
勝
利
を
確
信
し
て
い
た
。
し
か
し
、
相
手
の
男
は
一

切
焦
り
を
見
せ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
余
裕
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　《
コ
ッ
コ
・
ル
ピ
ア
》

　
コ
ッ
コ
・
ル
ピ
ア
　
Ｕ
Ｃ
（
Ｃ
）　
火
文
明
　（
３
）

　
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
：
フ
ァ
イ
ア
ー
・
バ
ー
ド
　
１
０
０
０

　
自
分
の
ド
ラ
ゴ
ン
の
召
喚
コ
ス
ト
を
２
少
な
く
す
る
。
た
だ
し
、
コ
ス
ト
は
１
以
下
に
な
ら
な
い
。

　《
マ
グ
ナ
ム
・
ル
ピ
ア
／
ク
リ
ム
ゾ
ン
・
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
》　

　
マ
グ
ナ
ム
・
ル
ピ
ア
　
Ｐ
　
火
文
明
　（
３
）

　
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
：
フ
ァ
イ
ア
ー
・
バ
ー
ド
　
３
０
０
０

　
相
手
が
、
自
身
の
マ
ナ
ゾ
ー
ン
の
カ
ー
ド
の
枚
数
よ
り
コ
ス
ト
の
大
き
い
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
バ
ト
ル

ゾ
ー
ン
に
出
し
た
時
、
そ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
破
壊
す
る
。

　
ク
リ
ム
ゾ
ン
・
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
　
Ｐ
　
火
文
明
　（
４
）

　
呪
文

　
相
手
の
パ
ワ
ー
２
０
０
０
以
下
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
１
体
破
壊
す
る
。

　
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
（
こ
の
呪
文
を
唱
え
た
後
、
墓
地
に
置
く
か
わ
り
に
自
分
の
マ
ナ
ゾ
ー
ン
に
置
く
）

　《
轟
く
侵
略
　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
》　
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轟
く
侵
略
　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
　
Ｌ
Ｅ
Ｇ
　
火
文
明
　（
６
）

　
進
化
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
：
ソ
ニ
ッ
ク
・
コ
マ
ン
ド
／
侵
略
者
　
１
２
０
０
０

　
進
化
─
自
分
の
火
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
１
体
の
上
に
置
く
。

　
侵
略
─
火
の
コ
マ
ン
ド

　
Ｔ
・
ブ
レ
イ
カ
ー

　
こ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
が
バ
ト
ル
ゾ
ー
ン
に
出
た
時
、
一
番
パ
ワ
ー
が
大
き
い
相
手
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー

を
す
べ
て
破
壊
す
る
。

　《
轟
速
　
ザ
・
マ
ッ
ハ
》

　
轟
速
　
ザ
・
マ
ッ
ハ
　
Ｒ
　
火
文
明
　（
５
）

　
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
：
ソ
ニ
ッ
ク
・
コ
マ
ン
ド
／
侵
略
者
　
５
０
０
０

　
ス
ピ
ー
ド
ア
タ
ッ
カ
ー

　
こ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
が
バ
ト
ル
ゾ
ー
ン
に
出
た
時
、
自
分
の
山
札
の
上
か
ら
４
枚
を
表
向
き
に
す

る
。
そ
の
中
か
ら
進
化
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
１
体
、
自
分
の
手
札
に
加
え
て
も
よ
い
。
残
り
を
好
き
な
順

序
で
山
札
の
一
番
下
に
置
く
。

　「
此
処
ま
で
耐
え
た
の
は
褒
め
て
や
る
。
し
か
し
お
前
の
シ
ー
ル
ド
は
残
り
三
枚
。
そ
し
て
俺
の
ク

リ
ー
チ
ャ
ー
は
Ｔ
ブ
レ
イ
カ
ー
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
と
ス
ピ
ー
ド
ア
タ
ッ
カ
ー
の
ザ
・
マ
ッ
ハ
の
二
体
。

勝
負
あ
っ
た
な
」
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お
っ
さ
ん
の
こ
の
言
葉
に
対
し
、
対
戦
相
手
の
男
は
不
敵
に
笑
っ
て
見
せ
た
。

　「
ど
う
か
な
?
デ
ュ
エ
マ
は
最
後
ま
で
や
っ
て
み
な
い
と
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
ね
ぇ
…
。
勝
ち
を

確
信
す
る
の
は
ま
だ
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
?
お
っ
さ
ん
」

　
こ
ん
な
状
況
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
も
あ
き
ら
め
ず
、
む
し
ろ
相
手
を
挑
発
ま
で
し
て
の
け
た
。
お
っ

さ
ん
は
こ
の
男
の
強
が
り
だ
と
フ
ン
ッ
と
鼻
で
笑
い
見
下
し
た
目
で
こ
ち
ら
を
見
な
が
ら
カ
ー
ド
に

手
を
伸
ば
す
。

　　「
な
ら
ば
そ
の
強
が
り
も
言
え
な
く
し
て
や
ろ
う
。《
轟
く
侵
略
　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
》
で
シ
ー
ル
ド
を

Ｔ
ブ
レ
イ
ク
!!
」

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
攻
撃
は
無
情
に
も
男
の
最
後
の
三
枚
の
シ
ー
ル
ド
を
破
壊
し
、
男
を
守
る
盾
は
完

全
に
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
シ
ー
ル
ド
：
３
↓
０

　
シ
ー
ル
ド
チ
ェ
ッ
ク
：
×

　
???

　
手
札
：
４
↓
７

　
シ
ー
ル
ド
ト
リ
ガ
ー
も
出
ず
ブ
ロ
ッ
カ
ー
も
い
な
い
勝
負
は
決
ま
っ
た
。
約
一
名
を
除
い
た
周
り

に
い
る
全
て
の
人
た
ち
が
そ
う
確
信
し
た
。
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　「
こ
れ
で
止
め
だ
!!
《
轟
速
　
ザ
・
マ
ッ
ハ
》
で
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
タ
ッ
ク
!!
」

　
男
の
宣
言
に
よ
り
と
ど
め
の
一
撃
は
放
た
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
た
っ
た
一
人
、
勝
ち
を
確
信
し

て
い
る
者
が
い
た
。

　「
─
─
手
札
の
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
》
の
革
命
０
ト
リ
ガ
ー
!!
」

　「
…
何
ッ
!?
」

　
─
─
他
で
も
無
い
、
対
戦
相
手
の
こ
の
男
の
こ
と
だ
。

　《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
》　

　
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
　
Ｌ
Ｅ
Ｇ
　
火
文
明
　（
７
）

　
進
化
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
：
メ
ガ
・
コ
マ
ン
ド
・
ド
ラ
ゴ
ン
／
革
命
軍
　
１
２
０
０
０

　
革
命
０
ト
リ
ガ
ー
─
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
が
自
分
を
攻
撃
す
る
時
、
自
分
の
シ
ー
ル
ド
が
１
枚
も
な
け
れ

ば
、
こ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
手
札
か
ら
見
せ
て
も
よ
い
。
そ
う
し
た
ら
、
自
分
の
山
札
の
上
か
ら
１
枚

目
を
表
向
き
に
す
る
。
そ
の
カ
ー
ド
が
火
の
進
化
で
は
な
い
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
な
ら
、
バ
ト
ル
ゾ
ー
ン
に

出
し
、
こ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
そ
の
上
に
置
く
。

　
進
化
─
自
分
の
火
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
１
体
の
上
に
置
く
。

　
Ｔ
・
ブ
レ
イ
カ
ー

　
こ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
が
バ
ト
ル
ゾ
ー
ン
に
出
た
時
ま
た
は
攻
撃
す
る
時
、
相
手
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を

１
体
選
ん
で
も
よ
い
。
そ
の
選
ん
だ
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
と
こ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
バ
ト
ル
さ
せ
る
。
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　「
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
が
自
分
に
攻
撃
す
る
時
に
シ
ー
ル
ド
が
一
枚
も
な
け
れ
ば
相
手
に
こ
の
カ
ー
ド
を

見
せ
て
発
動
で
き
る
。
そ
の
効
果
で
デ
ッ
キ
の
一
番
上
の
カ
ー
ド
を
表
に
し
、
そ
の
カ
ー
ド
が
進
化
で

な
い
火
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
な
ら
ば
そ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
出
し
こ
の
カ
ー
ド
を
上
に
乗
せ
る
こ
と
が

で
き
る
」

　
攻
撃
宣
言
時
に
発
動
す
る
効
果
。
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
て
発
動
し
た
そ
の
効
果
は
確
か
に
協
力
で
は

あ
る
。
…
だ
が
、

　「
…
ク
ク
ク
、
ハ
ー
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
!!
そ
ん
な
運
に
頼
る
事
し
か
出
来
な
い
と
は
!!
」

　
そ
う
。
こ
れ
は
運
だ
。
し
か
も
状
況
が
状
況
だ
け
に
か
な
り
リ
ス
ク
の
高
い
運
試
し
と
な
る
。
し

か
し
男
は
そ
れ
で
も
笑
み
を
崩
さ
ず
に
お
っ
さ
ん
に
告
げ
た
。

デ
ッ
キ

こ

い

つ

ら

デ
ッ
キ

こ

い

つ

ら

　「
こ
れ
は
運
じ
ゃ
ね
ぇ
。
俺
は

を
信
じ

は
必
ず
俺
に
答
え
る
!
」

　「
だ
っ
た
ら
信
じ
て
捲
っ
て
み
る
が
い
い
。
そ
し
て
自
ら
の
手
で
敗
北
す
る
こ
と
だ
な
」

　
お
っ
さ
ん
の
言
葉
を
最
後
ま
で
聞
き
終
え
る
と
男
は
デ
ッ
キ
の
一
番
上
の
カ
ー
ド
に
手
を
当
て
て
、

こ
の
言
葉
を
発
し
た
。

　「
革
命
０
ト
リ
ガ
ー
…
ロ
ッ
ク
オ
ン
!!
」

　
捲
っ
た
カ
ー
ド
：《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ラ
ゴ
ン
／
決
闘
者
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
》　

　「
ヒ
ッ
ト
!!
」

　《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ラ
ゴ
ン
／
決
闘
者
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
》　
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ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ラ
ゴ
ン
　
Ｐ
　
火
文
明
　（
６
）

　
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
：
ア
ー
マ
ー
ド
・
ド
ラ
ゴ
ン
　
６
０
０
０
＋

　
Ｗ
・
ブ
レ
イ
カ
ー

　
攻
撃
中
、
自
分
の
墓
地
に
あ
る
火
の
カ
ー
ド
１
枚
に
つ
き
、
こ
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
の
パ
ワ
ー
を
＋
１

０
０
０
す
る
。

　
決
闘
者
・
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
　
Ｐ
　
火
文
明
　（
３
）

　
呪
文

　
自
分
の
山
札
の
上
か
ら
３
枚
を
表
向
き
に
す
る
。
そ
の
中
か
ら
、《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
》
と
名
前
に
あ
る

カ
ー
ド
を
す
べ
て
手
札
に
加
え
、
残
り
を
好
き
な
順
序
で
山
札
の
一
番
下
に
置
く
。

　
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

　
捲
ら
れ
た
カ
ー
ド
は
ツ
イ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
ド
の
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ラ
ゴ
ン
》
だ
っ
た
。

　「
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
引
き
当
て
た
だ
と
ッ
!?
」

　「
こ
の
カ
ー
ド
は
進
化
で
は
な
い
火
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
の
為
、
そ
の
ま
ま
バ
ト
ル
ゾ
ー
ン
に
!
来
い

!
相
棒
!!
」

　
そ
う
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
の
巨
大
な
ド
ラ
ゴ
ン
が
姿
を
現
し
た
。
そ
し
て
そ
の
カ
ー
ド
は
伝
説
の

カ
ー
ド
の
一
枚
で
も
あ
る
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ラ
ゴ
ン
》
で
あ
る
為
、
お
っ
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
周

り
の
人
間
は
ざ
わ
つ
き
始
め
た
。
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　「
こ
、
こ
れ
は
、
伝
説
の
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ラ
ゴ
ン
》
ッ
!!
な
ぜ
貴
様
み
た
い
な
ガ
キ
が
持
っ
て

い
る
ッ
!!
」

　
男
に
ど
な
り
な
が
ら
問
う
が
、
そ
ん
な
言
葉
を
男
は
無
視
し
そ
の
ま
ま
続
行
し
た
。

　「
相
棒
よ
!
今
こ
そ
熱
く
燃
え
上
が
り
、
さ
ら
な
る
力
を
解
き
放
て
!!
来
い
!!
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド

ギ
ラ
ゴ
ン
》　
ッ
!!
」

　《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ラ
ゴ
ン
》
の
足
元
か
ら
巨
大
な
火
柱
が
出
現
し
、
そ
の
姿
は
完
全
に
火
柱
の
中

に
取
り
込
ま
れ
る
。
だ
が
、
少
し
す
る
と
巨
大
な
竜
の
咆
哮
と
と
も
に
手
、
足
、
順
番
に
姿
を
現
し
て

い
き
、
最
後
に
は
火
柱
を
手
で
吹
き
飛
ば
し
そ
の
姿
が
完
全
に
表
れ
た
。

　
そ
の
姿
こ
そ
こ
の
状
況
を
ひ
っ
く
り
返
す
男
の
切
り
札
…
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
》　
で

あ
っ
た
。

　
???

　
手
札
：
７
↓
６

　「
こ
、
こ
れ
が
…
い
か
に
伝
説
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
で
あ
っ
て
も
こ
の
状
況
は
…
」

　「《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
》　
の
召
喚
時
効
果
!
相
手
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
一
体
選
択
し
、
そ

の
ま
ま
バ
ト
ル
を
行
う
」

　「
何
だ
と
ッ
!?
」

　「
行
け
ッ
!!
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
》　
ッ
!!
《
轟
速
　
ザ
・
マ
ッ
ハ
》
を
攻
撃
ッ
!!
」
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攻
撃
の
た
め
に
俺
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
て
い
た
ザ
・
マ
ッ
ハ
だ
っ
た
が
、
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
が
そ
の
体

を
捕
ま
え
て
大
地
に
思
い
っ
き
り
叩
き
つ
け
た
。
す
る
と
ザ
・
マ
ッ
ハ
は
そ
の
体
を
消
滅
さ
せ
て
い
っ

た
。

　「
そ
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
…
」

　
お
っ
さ
ん
は
こ
の
状
況
で
今
ま
で
勝
つ
事
が
出
来
て
い
た
。
な
の
で
相
手
を
見
下
し
て
戦
い
続
け

て
き
た
。
だ
が
今
回
は
そ
れ
が
仇
と
な
り
、
最
悪
の
状
況
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。
も
し
、
ほ
か
の

ク
リ
ー
チ
ャ
ー
も
出
し
て
い
れ
ば
…
と
今
考
え
て
も
既
に
遅
い
事
で
あ
る
。

　「
タ
、
タ
ー
ン
エ
ン
ド
…
」

　
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ

　
お
っ
さ
ん
↓
???

　
タ
ー
ン
が
変
わ
り
男
の
タ
ー
ン
。
お
っ
さ
ん
の
シ
ー
ル
ド
は
三
枚
。
そ
し
て
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド

ギ
ラ
ゴ
ン
》
は
Ｔ
ブ
レ
イ
カ
ー
。
さ
っ
き
と
全
く
同
じ
状
況
を
作
り
出
し
て
い
た
。
唯
一
違
う
の
は
こ

の
状
況
を
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　「
俺
の
タ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
」

　
???

　
手
札
：
６
↓
７

　
マ
ナ
：
０
／
８
↓
８
／
８
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　「
俺
は
手
札
の
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ラ
ゴ
ン
／
決
闘
者
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
》　
を
マ

ナ
チ
ャ
ー
ジ
」

　
マ
ナ
：
８
／
８
↓
９
／
９

　「
フ
ィ
ー
ル
ド
に
《
コ
ッ
コ
・
ル
ピ
ア
》
が
存
在
す
る
為
、
召
喚
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
２
軽
減
し
７
マ

ナ
で
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
ネ
ッ
ク
ス
／
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
英
雄
譚
サ
ー
ガ
》
を
召
喚
!!
」

　
マ
ナ
：
９
／
９
↓
２
／
９

　《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
ネ
ッ
ク
ス
／
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
英
雄
譚
サ
ー
ガ
》　

　
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
　
Ｓ
Ｒ
　
火
文
明
　（
９
）

　
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
：
ア
ー
マ
ー
ド
・
ド
ラ
ゴ
ン
　
１
２
０
０
０
＋

　
ス
ピ
ー
ド
ア
タ
ッ
カ
ー

　
パ
ワ
ー
ア
タ
ッ
カ
ー
＋
５
０
０
０

　
Ｔ
・
ブ
レ
イ
カ
ー

　
誰
も
コ
ス
ト
４
以
下
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
を
召
喚
で
き
な
い
。

　
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
英
雄
譚
　
Ｓ
Ｒ
　
火
文
明
　（
８
）

　
呪
文

　
自
分
の
山
札
の
上
か
ら
６
枚
を
見
る
。
そ
の
中
か
ら
、《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
》
と
名
前
に
あ
る
ド
ラ
ゴ
ン

を
好
き
な
数
、
バ
ト
ル
ゾ
ー
ン
に
出
し
て
も
よ
い
。
残
り
を
好
き
な
順
序
で
、
山
札
の
一
番
下
に
置
く
。
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男
は
更
に
上
級
の
ド
ラ
ゴ
ン
を
召
喚
し
、
決
着
を
つ
け
る
。

　「
バ
ト
ル
だ
!!
《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
》
で
シ
ー
ル
ド
を
Ｔ
ブ
レ
イ
ク
!!
」

　
ド
ギ
ラ
ゴ
ン
は
そ
う
宣
言
さ
れ
る
と
相
手
の
シ
ー
ル
ド
の
前
ま
で
飛
ん
で
ゆ
き
、
そ
の
巨
大
な
右
腕

で
す
べ
て
の
シ
ー
ル
ド
を
破
壊
し
た
。

　
お
っ
さ
ん

　
シ
ー
ル
ド
：
３
↓
０

　
シ
ー
ル
ド
チ
ェ
ッ
ク
：
○

　「
…
よ
し
!
シ
ー
ル
ド
ト
リ
ガ
ー
《
龍
脈
術
　
落
城
の
計
》
を
二
枚
発
動
!!
」

　《
龍
脈
術
　
落
城
の
計
》　
†

　
龍
脈
術
　
落
城
の
計
　
Ｃ
　
水
文
明
　（
３
）

　
呪
文

　
Ｓ
・
ト
リ
ガ
ー

　
バ
ト
ル
ゾ
ー
ン
に
あ
る
コ
ス
ト
６
以
下
の
カ
ー
ド
を
１
枚
選
び
、
持
ち
主
の
手
札
に
戻
す
。

　「
そ
の
効
果
に
よ
り
《
マ
グ
ナ
ム
・
ル
ピ
ア
》
と
《
コ
ッ
コ
・
ル
ピ
ア
》
の
二
体
を
手
札
に
戻
す
!!
」

　
フ
ィ
ー
ル
ド
に
い
た
二
体
の
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
は
、
呪
文
の
効
果
で
姿
を
消
し
男
の
手
札
に
戻
っ
て

い
っ
た
。

　「
ク
ッ
ク
ッ
ク
…
ハ
ー
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
!!
こ
れ
で
貴
様
は
バ
ト
ル
終
了
。
デ
カ
い
ド
ラ
ゴ
ン
が
存
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在
す
る
が
召
喚
し
た
タ
ー
ン
は
召
喚
酔
い
で
攻
撃
出
来
な
い
。
こ
れ
で
俺
の
勝
ち
だ
!!
」

　「
…
い
や
、
勝
負
は
俺
の
勝
ち
だ
!
」

　「
ハ
ー
ッ
ハ
ッ
ハ
…
は
?
」

　
笑
っ
て
い
た
お
っ
さ
ん
は
男
の
そ
の
一
言
に
よ
り
豆
鉄
砲
を
食
ら
っ
た
よ
う
な
顔
を
す
る
。

　「《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
ネ
ッ
ク
ス
》
は
ス
ピ
ー
ド
ア
タ
ッ
カ
ー
。
召
喚
酔
い
は
発
生

し
な
い
!
」

　「
な
、
な
ん
だ
と
オ
ォ
ォ
ッ
!!
」

　「《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
ネ
ッ
ク
ス
》
ッ
!
お
前
の
熱
い
炎
で
、
す
べ
て
を
焼
き
尽
く

せ
!!
」

　《
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
ネ
ッ
ク
ス
》
は
空
高
く
舞
い
上
が
り
、
そ
の
手
荷
物
武
器
に
炎

を
纏
わ
せ
て
お
っ
さ
ん
に
向
か
っ
て
一
閃
。
す
る
と
、
刃
は
届
く
は
ず
も
な
い
、
が
そ
の
武
器
に
宿
っ

た
炎
が
激
し
く
燃
え
上
が
り
な
が
ら
お
っ
さ
ん
に
向
か
っ
て
襲
い
か
か
っ
た
。

　「
や
、
や
め
…
ウ
ワ
ア
ァ
ァ
ァ
ッ
!!
」

　
お
っ
さ
ん
は
そ
の
ま
ま
炎
に
襲
わ
れ
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
…
勿
論
Ａ
Ｒ
の
為
傷
一
つ
な
い

の
で
読
者
の
皆
さ
ん
は
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　「
真
っ
赤
に
燃
え
ろ
一
番
星
!
俺
よ
り
強
い
奴
は
い
ね
ぇ
ッ
!!
」

　
ｗ
ｉ
ｎ
???

12



奪
っ
た

・
・
・

　
決
着
が
つ
き
、
男
は
お
っ
さ
ん
が
前
の
対
戦
で

デ
ッ
キ
を
拾
い
上
げ
持
ち
主
の
少
女
に
手
渡

し
た
。

　「
も
う
盗
ら
れ
る
な
よ
」

　「
う
ん
!
あ
り
が
と
う
!
お
兄
ち
ゃ
ん
!!
」

　
そ
う
い
う
と
少
女
は
そ
の
場
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。
周
り
の
人
た
ち
は
男
の
勇
気
あ
る
行
動
と
、
そ

の
強
さ
を
た
た
え
拍
手
を
送
っ
た
。

　「
…
拍
手
な
ん
て
い
ら
ね
ぇ
ん
だ
け
ど
な
」

　
男
は
そ
う
呟
く
と
そ
の
ま
ま
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
。

　「
ま
、
待
て
!!
」

　
そ
う
い
っ
て
止
め
た
の
は
先
ほ
ど
ま
で
戦
っ
て
い
た
お
っ
さ
ん
だ
っ
た
。

　「
お
前
は
い
っ
た
い
、
何
者
な
ん
だ
!
」

　
お
っ
さ
ん
の
叫
び
に
男
は
止
ま
り
、
振
り
返
り
な
が
ら
こ
う
答
え
た
。

　「
ゼ
ロ
」

　
そ
れ
だ
け
言
っ
て
男
…
ゼ
ロ
は
立
ち
去
っ
て
行
っ
た
。
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春
。
そ
れ
は
始
ま
り
の
季
節
。
そ
の
名
の
通
り
今
日
か
ら
彼
の
通
う
高
校
…
花
咲
川
学
園
も
入
学

式
で
あ
る
。

　
期
待
が
膨
ら
む
中
彼
は
校
門
を
潜
り
…

　「
ふ
わ
ぁ
…
眠
…
帰
り
て
ぇ
…
」

　
…
で
も
な
さ
そ
う
だ
。

湊
み
な
と

零れ
い

　
彼
は

。
今
年
か
ら
こ
の
花
咲
川
学
園
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
高
校
一
年
生
の
青
年
だ
。

　
彼
は
大
き
な
あ
く
び
を
し
な
が
ら
校
門
を
潜
っ
て
ク
ラ
ス
表
の
展
示
さ
れ
て
い
る
場
所
に
向
か
っ

て
歩
い
て
行
っ
た
。

　『
レ
イ
、
眠
そ
う
だ
け
ど
大
丈
夫
か
?
』

　
そ
う
い
っ
て
声
を
か
け
る
の
は
小
さ
な
赤
い
竜
だ
っ
た
。

　
彼
の
名
は
ム
ゲ
ン
。
レ
イ
の
相
棒
で
あ
り
レ
イ
の
マ
ジ
ダ
チ
の
一
人
…
一
匹
だ
。

　
彼
は
レ
イ
の
カ
バ
ン
の
中
か
ら
小
さ
く
そ
う
声
を
か
け
る
と
レ
イ
は
少
し
気
怠
そ
う
に
答
え
た
。

　「
い
や
ぁ
、
昨
日
遅
く
ま
で
デ
ッ
キ
弄
っ
て
た
の
が
祟
っ
た
の
か
?
物
凄
く
眠
い
ん
だ
が
…
」
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　『
完
全
に
自
業
自
得
じ
ゃ
ね
ぇ
か
!
親
父
さ
ん
も
早
く
寝
ろ
っ
て
言
っ
て
も
寝
な
か
っ
た
レ
イ
が
悪

い
!
』

　
そ
う
は
い
っ
て
も
な
ぁ
…
と
言
い
な
が
ら
歩
き
続
け
て
い
る
と
ク
ラ
ス
表
の
展
示
さ
れ
て
い
る
場

所
に
つ
い
た
。

　「
人
が
多
い
な
…
ム
ゲ
ン
、
顔
だ
す
な
よ
」

　『
解
っ
て
る
っ
て
。
オ
イ
ラ
は
少
し
寝
る
事
に
す
る
よ
』

　
そ
う
言
っ
て
ム
ゲ
ン
は
カ
バ
ン
の
中
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
ム
ゲ
ン
は
訳
有
っ
て
レ
イ
と
共
に
行
動
を
共
に
し
て
い
る
ド
ラ
ゴ
ン
で
当
然
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
よ

う
な
類
で
は
な
い
。
他
の
人
に
も
ち
ゃ
ん
と
認
識
さ
れ
る
の
で
幽
霊
で
も
無
い
為
、
普
段
は
こ
の
よ
う

に
一
緒
に
行
動
を
共
に
す
る
も
カ
バ
ン
の
中
で
ば
れ
な
い
様
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
事
を

知
っ
て
い
る
の
は
家
族
と
幼
馴
染
の
少
女
一
人
の
み
。

　
ム
ゲ
ン
が
眠
っ
た
の
を
確
認
す
る
と
レ
イ
は
ク
ラ
ス
表
を
確
認
す
る
べ
く
移
動
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
時
だ
っ
た
。

　
ド
ン
ッ

　「
キ
ャ
ッ
!
」

　「
う
お
ッ
!
」

　
一
人
の
女
子
生
徒
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
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レ
イ
は
何
と
か
倒
れ
ず
に
済
ん
だ
も
の
の
少
女
は
そ
の
場
に
尻
餅
を
つ
い
て
し
ま
う
。
レ
イ
は
慌

て
て
少
女
に
手
を
伸
ば
し
た
。

　「
わ
、
悪
ぃ
!
怪
我
無
い
か
!
」

　「
う
、
う
ん
!
大
丈
夫
だ
よ
」

　
少
女
は
レ
イ
の
手
を
取
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。

　
少
女
は
猫
耳
の
よ
う
な
髪
型
を
し
て
い
て
リ
ボ
ン
の
色
か
ら
察
す
る
に
同
じ
一
年
生
な
の
だ
ろ
う
。

　「
ア
ン
タ
も
新
入
生
か
?
」

　「
う
ん
!
私
、
戸
山
香
澄
!
君
は
?
」

　「
俺
は
湊
零
!
よ
ろ
し
く
な
!
香
澄
!
」

　
レ
イ
は
そ
う
言
っ
て
手
を
伸
ば
す
。

　「
う
ん
!
よ
ろ
し
く
ね
、
レ
イ
君
!
」

　
香
澄
は
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
イ
の
手
を
握
っ
た
。

　
☆

　
あ
の
後
二
人
で
自
分
達
の
ク
ラ
ス
を
確
認
し
よ
う
と
ク
ラ
ス
表
を
見
て
い
る
時
だ
っ
た
。

　「
あ
、
あ
っ
た
!
Ａ
組
だ
!
」

　
香
澄
の
声
が
響
き
渡
り
、
レ
イ
は
香
澄
の
方
に
顔
を
向
け
た
。

　「
あ
っ
た
の
か
?
」
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　「
う
ん
!
…
あ
、
レ
イ
君
の
も
あ
っ
た
よ
!
」

　
そ
う
言
っ
て
指
を
さ
す
香
澄
。
レ
イ
は
そ
ち
ら
に
顔
を
向
け
る
と
、
Ａ
組
の
ク
ラ
ス
表
に
レ
イ
の
名

前
が
書
か
れ
て
い
た
。

　「
お
、
あ
っ
た
あ
っ
た
!
香
澄
と
同
じ
ク
ラ
ス
か
!
」

　「
う
ん
!
よ
ろ
し
く
ね
、
レ
イ
君
!
」

　「
お
う
!
よ
ろ
し
く
な
!
」

　
そ
う
言
っ
て
レ
イ
と
香
澄
は
校
舎
の
中
に
入
ろ
う
と
し
た
…
そ
の
時
だ
っ
た
。

　「
レ
イ
!
」

　
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。
レ
イ
と
香
澄
は
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
い
た
の
は
一
人
の
女
生
徒

だ
っ
た
。
香
澄
は
首
を
横
に
倒
し
疑
問
符
を
浮
か
べ
て
い
る
が
、
レ
イ
は
こ
の
人
物
を
知
っ
て
い
た
。

　「
お
、
沙
綾
!
」

　
彼
女
の
名
は
山
吹
沙
綾
。
や
ま
ぶ
き
ベ
ー
カ
リ
ー
と
言
う
パ
ン
屋
の
娘
で
、
レ
イ
も
よ
く
そ
こ
で
パ

ン
を
買
っ
て
い
る
の
で
二
人
は
知
り
合
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
だ
が
…

ま
ぁ
、
今
は
語
る
意
味
も
な
い
だ
ろ
う
。

　「
お
は
よ
う
!
今
日
か
ら
一
緒
の
学
校
だ
ね
!
」

　「
お
う
!
因
み
に
ク
ラ
ス
も
一
緒
だ
っ
た
ぜ
」

　
そ
う
言
っ
て
レ
イ
は
ク
ラ
ス
表
を
指
さ
す
。
そ
こ
に
は
Ａ
組
の
ク
ラ
ス
表
が
張
り
出
さ
れ
て
お
り
、
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確
か
に
沙
綾
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
。

　「
本
当
だ
!
よ
ろ
し
く
ね
!
」

　
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
を
浮
か
べ
る
沙
綾
を
見
て
レ
イ
も
自
然
と
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　「
え
…
っ
と
」

　
突
然
の
こ
と
に
困
惑
し
て
い
る
香
澄
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
レ
イ
は
香
澄
の
方
に
向
き
直
り
沙
綾
を

紹
介
し
た
。

　「
香
澄
。
こ
い
つ
は
山
吹
沙
綾
。
や
ま
ぶ
き
ベ
ー
カ
リ
ー
っ
つ
う
パ
ン
屋
の
娘
だ
!
」

　「
パ
ン
屋
さ
ん
の
?
」

　「
あ
ぁ
!
ん
で
、
沙
綾
!
こ
い
つ
は
戸
山
香
澄
。
さ
っ
き
知
り
合
っ
た
ん
だ
!
」

　「
成
る
程
。
初
め
ま
し
て
戸
山
さ
ん
。
私
は
山
吹
沙
綾
。
レ
イ
の
言
っ
た
通
り
パ
ン
屋
の
娘
だ
よ
」

　「
パ
ン
…
成
る
程
!
だ
か
ら
い
い
匂
い
が
し
た
ん
だ
。
パ
ン
の
に
お
い
!
」

　
ぐ
ぅ
…
と
お
腹
の
鳴
る
音
。
そ
れ
を
聞
い
た
沙
綾
は
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
飴
を
取
り

出
し
た
。

　「
食
べ
る
?
パ
ン
じ
ゃ
な
い
け
ど
」

　
そ
う
言
う
と
香
澄
は
キ
ラ
キ
ラ
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
あ
り
が
と
〜
!
と
言
い
な
が
ら
飴
を
受
け

取
っ
た
。

　「
朝
何
も
食
べ
な
い
で
来
ち
ゃ
っ
た
か
ら
お
腹
す
い
ち
ゃ
っ
て
」
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　「
お
い
お
い
…
ち
ゃ
ん
と
朝
ご
飯
は
食
べ
な
き
ゃ
駄
目
だ
ぜ
」

　
あ
は
は
と
笑
う
香
澄
を
見
て
二
人
は
や
れ
や
れ
と
首
を
振
っ
た
。

　
☆

　「
戸
山
さ
ん
も
外
部
生
な
の
?
」

　「
香
澄
で
い
い
よ
。
妹
が
こ
こ
の
中
等
部
に
通
っ
て
て
、
去
年
文
化
祭
の
時
来
た
ら
楽
し
そ
う
だ
っ

た
か
ら
…
あ
と
制
服
か
わ
い
い
」

　「
大
事
。
レ
イ
は
…
【
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
】
が
近
い
か
ら
?
」

　「
ま
あ
な
。
羽
丘
だ
と
学
校
が
終
わ
っ
た
後
に
行
く
の
が
面
倒
で
な
」

　
校
舎
に
入
っ
た
三
人
は
仲
良
く
話
を
し
な
が
ら
教
室
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
た
。

　「
沙
綾
は
?
」

　「
私
は
内
部
進
学
だ
か
ら
今
ま
で
と
何
も
変
わ
ら
な
い
か
な
ぁ
」

　「
違
い
な
ら
あ
る
よ
!
」

　
そ
う
言
う
と
香
澄
は
沙
綾
の
前
に
立
っ
て
笑
顔
を
向
け
て
こ
う
言
っ
た
。

　「
新
し
い
友
達
が
で
き
た
!
」

　
沙
綾
は
ポ
カ
ン
と
す
る
が
す
ぐ
に
ク
ス
ッ
と
笑
う
。

　「
友
達
認
定
早
い
ね
」

　「
え
ッ
!?
」
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そ
う
言
わ
れ
香
澄
は
驚
く
と
沙
綾
が
ク
ス
ク
ス
笑
っ
て
い
た
。

　「
ま
ぁ
い
っ
か
」

　
そ
う
言
っ
て
る
と
三
人
は
教
室
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。
三
人
は
そ
の
ま
ま
中
に
入
り
そ
れ
ぞ
れ
の

机
に
歩
い
て
行
っ
た
。

　
☆

　
あ
の
後
入
学
式
が
始
ま
っ
た
が
、
新
入
生
代
表
で
あ
る
市
ヶ
谷
有
咲
が
欠
席
し
て
い
た
た
め
別
の
人

が
新
入
生
代
表
の
あ
い
さ
つ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
レ
イ
た
ち
は
そ
の
後
ク
ラ
ス
に
戻
り
Ｓ
Ｈ
Ｌ
が
始
ま
っ
た
。

　「
そ
れ
で
は
牛
込
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
」

　「
え
…
あ
…
う
…
牛
込
…
り
み
…
で
す
」

　
牛
込
と
呼
ば
れ
た
彼
女
は
そ
れ
だ
け
言
っ
て
席
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
余
程
恥
ず
か
し
か
っ
た
の

か
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
も
自
己
紹
介
が
続
き
、
香
澄
の
番
と
な
っ
た
。

　「
戸
山
香
澄
、
１
５
歳
で
す
!
」

　
自
分
の
Ｐ
Ｒ
を
言
え
と
は
言
わ
れ
た
が
年
齢
ま
で
言
う
必
要
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
現
に
周
り
の

人
た
ち
も
ク
ス
ク
ス
と
笑
っ
て
い
た
。

　「
私
が
こ
の
学
校
に
来
た
の
は
、
楽
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
中
学
は
地
元
の
学
校
だ
っ
た
ん
で
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す
け
ど
、
妹
が
こ
こ
に
通
っ
て
て
。
そ
れ
で
文
化
祭
に
来
て
み
た
ら
、
皆
楽
し
そ
う
で
キ
ラ
キ
ラ
し
て

て
、
こ
こ
し
か
な
い
っ
て
決
め
ま
し
た
!
だ
か
ら
今
、
す
っ
ご
く
ド
キ
ド
キ
し
て
ま
す
!
」

　
そ
こ
ま
で
言
い
終
わ
る
と
先
生
も
満
足
し
た
の
か
拍
手
を
送
る
。
そ
れ
に
つ
ら
れ
た
ク
ラ
ス
の
人

た
ち
は
み
な
拍
手
を
送
っ
た
。

　『
よ
く
我
慢
し
ま
し
た
香
澄
。
言
っ
て
た
ら
怒
っ
て
ま
し
た
よ
』

　「《
／
ｘ
ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
》
さ
す
が
に
私
だ
っ
て
学
ぶ
よ
。
イ
ア
ン
《
／
ｘ
ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
》」

　
香
澄
の
カ
バ
ン
の
中
か
ら
何
か
が
香
澄
に
声
を
か
け
る
と
香
澄
も
小
さ
く
返
し
た
。
そ
れ
は
僅
か

の
事
だ
っ
た
の
で
聞
こ
え
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
が
、
香
澄
の
こ
の
行
動
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
も
の
が

一
人
だ
け
ク
ラ
ス
に
存
在
し
て
い
た
。

　「
…
」

　
レ
イ
だ
っ
た
。

　
レ
イ
は
香
澄
の
そ
の
不
審
な
動
き
か
ら
カ
バ
ン
の
中
に
何
か
が
い
る
事
に
気
が
付
い
た
。

　「
そ
れ
じ
ゃ
あ
次
は
湊
君
。
お
願
い
し
ま
す
」

　「
…
は
い
!
」

　
自
分
の
番
に
な
り
一
度
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
勢
い
よ
く
立
ち
あ
が
っ
た
。

　「
俺
は
湊
零
!
趣
味
は
デ
ュ
エ
マ
で
、
こ
こ
に
通
う
こ
と
を
決
め
た
の
も
シ
ョ
ッ
プ
が
近
く
だ
っ
た

た
め
だ
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
な
!
」
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そ
れ
だ
け
言
う
と
レ
イ
は
席
に
着
い
た
。
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